
人間は５感を使って情報を収集

しますが，情報量の８５％以上は視

覚からで，その視覚の情報処理速度は最大 3Mbps と他の

４感に比べ圧倒的に速いということです．そういった意味

で，人間とマシンのインターフェイスとなるディスプレイ

は非常に重要なものです．そのディスプレイで，４０型以上

の大型化を初めて実現したのがプラズマディスプレイで

す．１９９３年に日本で製品化された日本発のディスプレイ

で，プラズマという言葉を非常に身近なものにしてくれま

した．そのプラズマディスプレイの製造を国内の全メー

カーが中止し，残りは外国メーカーのみとなりました．こ

の２０年の間に世間に大きく認知されただけに残念です．プ

ラズマディスプレイの原理を少し調べてみました．放電の

特徴を実に上手く利用しております．例えば，明るさは放

電回数で変え，ドットの点灯・非点灯は，ドットの電極表

面の電荷の“あり”，“なし”で放電開始電圧に差をつけて

選択します．また，近年の超低消費電力プラズマディスプ

レイは，電子が出やすいナノ酸化物を電極表面に塗布し，

さらに放電ガス，電極形状，電圧波形とあらゆる放電要素

を工夫しています．数百ミクロンサイズの１ドットに最先

端の放電技術を終結させたプラズマディスプレイは，まさ

に放電プラズマの芸術といえる製品です．私も８年前 PI

社製の４２型プラズマテレビを購入し，現在も元気に全ドッ

ト放電しています．しかし６歳の愛娘はスマートフォン

で，奥さんはデスクトップパソコンでおのおの好みの動画

を楽しんでおり，大型プラズマテレビの臨場感ある映像へ

の感動と興味は大幅に薄れています．これを打破するには

さらに大型の５５型以上しかないでしょう．この機会に一家

に１枚プラズママップ，一家に１台プラズマテレビはいか

がでしょうか． （内田儀一郎）
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